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0.75＋0.9について、ある数のいく
つ分かを考え、整数のたし算に表し
て説明するときの求め方を書く。

正答率 54.7

無解答率 7.1

【出題の趣旨】
示された考えを基に、数の相対的な大

きさを用いて、小数の加法を整数の加法
に直して処理する方法を記述できる。
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授業アイディア例

「ある数の幾つ分かを考えよう」
～数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、

整数の加法に帰着して考察する～

〈実施対象学年〉
第５学年

【指導のねらい】
分数の加法や小数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、整数の加法

に帰着して考察することができるようにする。

500＋20については，0をとって，5＋2と表してもよいのかな。

同じ数のいくつ分かを考えていないので，5＋2というたし算に表すことはできないですね。

50＋20については，10のいくつ分かを考えると，5＋2
に表して，答えを求めることができると思います。

分数のたし算についても，5＋2に表して答えを求めることができると思います。



5＋2に表して，答えを求めるためには、どのように考えればよかったでしょうか。

50＋20については，10のいくつ分かを考えました。

5＋2というたし算に表し
て，答えを求めることが
できる計算について学習
しましたが，整数の計算
に表すことができるのは，
たし算だけですか。

50ｰ20があります。10のいくつ分かを考えればよいです。

0.5ｰ0.2があります。0.1のいくつ分かを考えればよいです。

ある数のいくつ分かを考えると，整数のひき算に表すことができます。

「令和2年度全国学力・学習状況調査 使ってよう！学力調査 調査問題活用の参考資料 小学校算数」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より


